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在宅ケアにおけるホームヘルパーの活動実態と

薬剤師との連携希望
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目的　薬剤師が担う在宅ケアでの役割の方向性を検討することである。

方法　1997年9月に，F県下において，在宅要介護高齢者を支援しているホームヘルパー（403

人）を対象に，自記式調査票を用いて，服薬支援の実態と在宅ケア関係者に対する連携意識

の調査分析を行った。

結果　1)　ホームヘルパー（N＝399）の活動は，97.2％は家事一般であり，服薬援助は19.0％だ

った。薬に関与したことがあると回答したホームヘルパー（N＝238）のうち，具体的には，

薬の配達が最も多かった（66.0％）。

　2)　薬の配達時の服薬指導は，12.7％は受けておらず，さらに，その中で薬の与薬サービ

スなどを行っている者が認められた。

　3)　連携を希望する上位3つの相手は，「家族」，「かかりつけ医師」，「訪問看護婦」で，

調査した医療関係者の中では，薬剤師が最も低い位置にランクされた。

結論　1)　高齢者に対する服薬援助の認識が不十分のため，服薬管理など服薬援助の重要性をホ

ームヘルパーに示す必要性が示唆された。

　2)　薬剤師に対する連携希望が少なく，薬剤師に対する認識の低さが反映した結果と考え

られる。

　3)　医師や訪問看護婦，家族と連携希望するものが多く，薬剤師は，ホームヘルパーから

得た情報や治療に必要となる情報を，適切・的確に医師や訪問看護婦に提供することが重要

である。
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